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研究成果の概要（和文）：昨今、東アジアの地域秩序は、地政学的な挑戦者として登場した中国と、それに対する各国
の対応によって再編期を迎えている。本研究では中国と北朝鮮の外交がどのように変動し、それが中朝関係にどう影響
してきたかを解明した。米中を軸とした中朝、中韓、日韓、日朝関係の変動や北朝鮮の政治・経済・軍事体制の行方を
分析し、東アジアの中で中朝関係を位置づけた。
また、歴史研究を重視して複数回の海外調査を通して新史料を収集し、中国、米国、韓国などの専門家との意見交換を
行い、史料が語れない空白部分を埋めることができた。このような研究ネットワークは、研究上の難点を克服し、後続
研究のために必要な土台になるだろう。

研究成果の概要（英文）：In the past several years, China has emerged as a geopolitical challenger and 
regional order in East Asia has been undergoing a restructuring period. In this study, we clarified how 
China and North Korean diplomacy underwent changes and, how these changes influenced their relationship. 
We analyzed the changes in relations among China-North Korea, China-South Korea, Japan-South Korea, 
Japan-North Korea and the whereabouts of North Korean politics, economy and military system, centering on 
U.S-China relation.
For this research, we put a priority on historical approach and collected new historical materials 
through multiple overseas investigations. We have also conducted exchanges of views with Chinese, 
American and South Korean experts to fill the blank area that historical materials could not tell us. Our 
research network will be helpful to overcome these difficulties and will also be a foundation for 
subsequent research.

研究分野： 朝鮮半島をめぐる国際政治、現代韓国政治
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１．研究開始当初の背景 
2010 年に北朝鮮の対南軍事挑発が繰り返さ
れた。それは経済的に発展する中国が「地政
学的な挑戦者」として登場したことと無縁で
はない。北東アジア地域における中国のプレ
ゼンス拡大が、北朝鮮の政治・経済・軍事体
制だけでなく、南北関係や国際関係にも大き
な影響を及ぼしていた。したがって、そこに
は外交的な中朝連携の強化だけでなく、北朝
鮮の後継体制形成、南北経済協力への影響な
ど、興味深い研究課題が山積していた。しか
し、このような重要性にも関わらず、現状で
は多くの調査が散発的なものに終わってお
り、日本における持続的、組織的な中朝関係
研究の連携協力が構築されていなかった。 
 
 
２．研究の目的 
中国の台頭とともに、緊密化した中朝関係を
総合的に考察することを目的とした。軍事挑
発を繰り返す北朝鮮と大国化する中国の関
係をどのように理解すべきか、その二国関係
の緊密化が東アジアの国際関係に与える意
味は何かを解明することに重点を置いた。 
歴史的に見て、緊密な中朝関係は、必ずしも
新しいものではない。冷戦時代には緊密な中
朝関係は自明のものとされ、冷戦終結後には
中国と韓国との関係、とりわけ国交樹立や経
済関係進展の陰に隠れてしまった側面があ
る。その意味で歴史史料をもとに、これまで
等閑視されてきた冷戦時代の中朝関係を再
照明し、ポスト冷戦時代、そして現在の秩序
変動期の東アジア、ひいては今後の秩序変動
を展望することを視野に入れ、学術的で政策
的な意義に注意を払った。 
 
 
３．研究の方法 
(1)本研究は、中国と北朝鮮の歴史的関係を
中朝両国の資料だけでなく、米国、韓国、台
湾、旧東ドイツなど、様々な国の資料を用い
たマルチ・アーカイバルな手法で考察し、北
東アジア地域秩序の特質を歴史的に解明す
ることを主眼とした。こうした関心から、本
研究の多くの部分は、中朝関係に関する一次
史料の発掘、世界各地の公刊・未公刊文書や
行政機関の刊行物の調査、収集、インタビュ
ー、現地調査によって占められた。海外学術
調査は米国、ドイツ、中国、台湾、韓国、北
朝鮮でグローバルに展開した。 
(2)海外学術調査の機会を利用して海外研究
者との交流を推進した。またその成果を研究
会・シンポジウムなどにおける各種の専門家
との意見交換を通じて向上させることに注
意を払った。海外の若手・中堅研究者とのネ
ットワークを構築でき、今後の研究にも活用
できる基盤を作り上げた。 
 
４．研究成果 
中朝関係は、双方にとっての安全保障上の意

味としての「普遍」の部分と、国際社会の中
での中国と北朝鮮の立場の違いの鮮明化に
よる「変容」の部分が渾然一体をなしており、
両者がいかにこの「普遍」と「変容」のバラ
ンスをとるかが両新体制の中朝関係の安定
度を決めていくものと思われる。特に 2013
年度には、北朝鮮における金正恩体制や新し
い中朝関係の形成だけでなく、オバマ大統領
と習近平主席が北朝鮮の非核化のために共
同で努力することを約束したことが注目さ
れた。この地域秩序の変動が東アジア地域に
おける中国の役割や北朝鮮の核問題、北朝鮮
の内政、中朝関係、さらに 南北関係や中韓
関係に与える影響について歴史と政策の側
面から多くの知見を得ることができた。 
 
（１）北京や延辺朝鮮族自治区、ワシントン、
ソウル、台北への出張を通して現地専門家の
聞き取りを行い、これまで入手困難と言われ
てきた冷戦期の北朝鮮資料を入手するだけ
でなく、中韓国交正常化に伴う韓台断交など
に関する新資料にも触れ、冷戦期とポスト冷
戦期にわたる新史料に基づく、新しい発見が
できた。3 年間の研究期間を通じて収集した
史料の量は膨大であり、その検証作業や活用
方法について議論を進めてきた。（２）平壌
出張を行い、北朝鮮の政治、外交、経済の実
務者および専門家と意見交換を行った。北朝
鮮の内部事情に触れる貴重な機会となり、中
朝関係の現状と展望を分析する手がかりを
得た。（３）各メンバー及びその他の研究協
力者が協同して、報告を繰り返しながら研究
を進展させるとともに、本研究の成果の一部
を広く社会に還元することもできた。平成 25
年度には中国政府のシンクタンクである社
会科学院と共同で「新しい大国関係と東アジ
ア国際秩序」を題した国際シンポジウムを開
催し、各メンバーが歴史と現状分析を踏まえ
た研究報告を行った。中国社会科学院を中心
に、北京大学、人民大学、精華大学などから
若手、中堅の研究者が加わり、活発な議論が
行われた。また、長年中朝関係研究に従事し
てきた中国の専門家と意見交換を行い、北朝
鮮に近い中国ならではの情勢分析に触れる
ことができ、日本側の認識を補う大変貴重な
機会となった。そして、冷戦史研究で知られ
ている米国ワシントン所在の Wilson center
で、1970 年代の朝鮮半島をめぐる国際関係に
ついてワークショップを開催した。70 年代地
域秩序変動期の国際関係を、外交史料を駆使
してどのように分析すればよいのかについ
て活発な議論を行い、同センターが精力的に
収集している中朝関係および北朝鮮の現代
史に関する東ヨーロッパの資料を得る機会
となった。また、米国務省の日本部長をはじ
めとする政策立案者やオピニオン・リーダー
との意見交換を通して行間を埋めるワシン
トンの雰囲気に接したことによって、現状を
理解する手掛かりを得ることができた。 
平成 26 年度には中国の社会科学院と韓国の



東西大学、慶應義塾大学との共催により、中
国北京市で「日中韓関係の現況と東アジア協
力の将来」と題した国際シンポジウムに参加
した。研究分担者が中朝の政治・経済関係に
関する研究報告を行い、日中韓 3国の参加者
から有意義なコメントを得た。また、研究協
力者として加わった研究者からは、中国外交
と日中関係の側面から、それぞれ報告と討論
を行い、中朝関係や朝鮮半島情勢を理解する
ために欠かせない東アジアの地域秩序につ
いて多くの示唆を与えてくれた。 
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○取得状況（計 0件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
取得年月日： 
国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
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